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川崎英男氏逝く

　初代南洋庁気象台長として，台風の発生地南洋群島の

気象観測網の整備に尽痒された川崎英男氏が昭和41年7

月12日に63才で逝去された．

　氏は明治36年7月水戸市に生れ，大正14年9月測候技

術官養成所本科を第1期生として卒業後，神戸海洋気象

台に勤務され観測船春風丸に乗船して海洋ならびに海上

気象の観測に活躍され，海洋関係の研究も数多くのこし

ておられる．

　昭和8年10月南洋パラオ島に南洋庁観測所長として赴

任され，後初代南洋庁気象台長に就任されたが，当時は
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広大な南洋群島の海上に僅か6箇所の測候所が散在する

のみで，台風の存在をつかむことすら困難な状況にあっ

た．氏はここに8年間勤務されたが，この間無人島にも

ひとしい島々に，あらゆる困難を克服して数十の測候所

を開設され南洋群島の気象観測通報網の拡充に大きく貢

献された．このような大事業は氏の如く広い学識と人情

味豊かな清濁併せ飲む人柄にしてはじめてなし得たこと

であり，氏が気象界へ残された最も大きな功績の一つと

考えられる．昭和16年3月氏は華北観象台へ転出された

が，終戦前に内地へ帰還され水戸地方気象台長，舞鶴海

洋気象台長，高層気象台長，を歴任され陸海空に手腕を

振われた．　　　　　　　　　　　　　　（篠崎猛夫）

、天気”14．11．


